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わたした舞 が 力 ″ 然を愛 ιます

日本二の照葉樹林保護に感動I

一 美林の陰に人あり …

照酬嶽脱驚曜罵富鸞響 爛
=翼

謝1几雛
減少 している。

私は 1月 に約 2000舞 に広がる日本下のカシ、シイ、タプなどの「照葉樹林」が、848

種の植物やクマタカをはじめ70種の野鳥、 19種の哺乳類 とともに保護 され、照葉樹林

では日本一の規模をもつ九燿中央山地国定公国内の宮崎県・ 捜町に行つてきました。長 さ

250m、 高さ 142EEの大吊り橋を渡ると、約 2k mの遊歩道にはスタジイ、イスノキ、イチ

イガシ、カゴノキ、クスノキ、センダン、タブノキなどの巨樹、巨本が迎えてくれます。

1月 だとい うのにミツパツツジが咲き、アサギマグラの幼虫がいたのには驚きました。

私は、見事な樹林もさることながら「美林の陰に人あり」といわれるが、綾町の照葉樹

林が今 日あるのも、1966年から6期 (24年)間、町長を務められた故・郷田 費氏の熱い

郷土愛に感動 しました。

1967年に営林署は照葉樹林を「雑木林』扱いで、薪炭やパルプの原料にと綾町長に伐採

計画が提示 された。就任 したばか りの町長は 「古里の山が伐採 されるのはいけない。古里

を台無 しにされるのはごめんだ」と反対するのですが、山に生活をかける住民は賛成す る

人も多く、しかも国の方針を変えるためには、理論武装が必要として郷田氏は各種の文献、

専門書を視力の低下するまで勉強されて、署名運動などで中央にも陳情をして森は残 され

てきました。                    :
その後、郷田氏は未来に夢 と希望を胸に秘めて有機農業の町づくりや愛着のもてる町づ

くりの行政を展開されるのですが、バンクーバーで「世界一の歩道吊り橋」を見て、綾の

山林風景に良く似ているのをヒン トに帰国 して構想を立て、自然を味わうための架け橋づ

くりに奔走して架橋 し、遊歩道も整備された。

´ 大きな足跡を残された郷田 実氏も 2000年 に逝去されたが、その後 02年に娘さんの郷

田美紀子さんらが中心となつて「綾の森を世界遺産にする会」が発足 し、 2ヶ 月で 16万

人の署名を集めて、推薦候補地 7ヶ所に残つたが、登録に必要な面積に欠くとして推薦 リ

ス トから外れた。しかし、04年 4月 九州森林管理局からモデル地区として「照葉樹林復元 J

の協力の要請があつて、05年 5月 に国、宮崎県、綾町、日本自然保護協会、rて るはの森

の会」5者が協定書を交わして照葉樹林の復元をしていくこととなつた。

F由氏0碑文より

『・・ この熙葉樹林はこの地域の資菫としてだけでなく過去の文化の歩みを偲び後世の

原生の姿 (遺伝子)を知る上からも国民全体の貴重な宝であります』

【参考文献、資料】

・「日本の美林」(井原俊一著・岩波新書 516)
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第21回 近畿自然歩道・
,ま ほろばの路「阿騎野・ 万葉の路J実施記録

2月 15日 aЮ

晴れながら風冷たく、体感気温は実際より寒く感じられた
`14名 豊島、小機、小日(進 )、 弓場、西谷、 j:1井、林、高橋、川岸、豊田

福谷、市村、市村(米 )、 明石

担 当 明石 嘉二郎

近鉄榛原駅前よリバスに乗車し、大宇陀高校前で下車。大宇陀地域事務所前庭に立つ。
柿本人麻呂の歌碑を見た後、同事務所裏から『かぎろひの丘」、「阿騎野・人麻呂公園J、 「

中之庄遺跡」に向かう。万葉のふるさと「かぎろひの丘」に立って、皆さんは、今回の「ま

|まろぼの路」行の目的の一つである、古の人々の生き様にどれほど浸ることが出来たであ
ろう力、   .
時代は移 り、織田氏ゆかりの城下町を散策.薬の館の立派な看板に驚き、西日関門では

かつての松山城をしのび、徳源寺では、織田家四代について語 り合う。そして、北西に向
け峠越えによる桜井への歩みの開始である。嬉河原―半坂T男療 構地道―忍坂―石位寺
―舒明天皇陵一近鉄朝倉駅へのゴールを目指し、森・林を抜け、山村を通り、美しい棚田、
遠く山脈を眺めながらの道程であった。

―
―

∵

2月 例会 ζ

山田くるみ・栗下鳩留香 (奈良女子大生)

雨が降ると予想されていたので、傘を持って臨みましたが、それは紀憂に終わりました。
次第に晴れ間が広がり、とても気持ちの良い観察会を過ごすことができました。
近鉄富雄駅からバスに乗車し、傍示でバスを降り、そこからゴルァ場方面へにむかいま

した。道すがらに、エナガやゥソなどを見ることができました。エナガは尾つぽが `柄 '

のようだとぉ聞きしては「なるほど」と納得し、ウソは同じ本にオスとメスがとまってぃ
たので、その違いを自分の目で見ることができました。私たちにとって、数多くの発見が
ありました。

ゴルフ場近くの交野山への登山ロヘたどりついたとき、この坂を登るのか !と 、多少不
安になりました。頂上に辿り着くと、眼下の眺望がすばらしく、疲れも吹っ飛びました。
雲が垂れ込めていなけれは、愛宕山や比叡山まで見えるとお聞きし、驚きました。
ふれあいの里センターでは、美 しいォシドリを見ることができて大感激です。写真より

も実際に日でみるほうが、色鮮やかで綺麗でした。
鳥やみかけた植物のことをわかりやすく説明してくださいまして、ありがとぅございま

した。また、私たちが企画中のイベントについても、貴重なアドバィスをいただきました。
若輩者には大変ためになるアドバィス、早速メンノヽァと打ち合わせを始めました。
かさねがさね、小田さんをはじめ皆様には感謝いたします。そして、機会があれば、ぜ

ひ、また参カロさせてぃただければと思います。

鋼
秘
毅



2月度例会『バードウォッチングとハイキング」報告  小田 久美子

日 時 2月 23日 (金)曇りのち晴れ 富雄駅9120集合

参加者 勝田(夫妻)林 守日 山田 栗下 福谷 弓場 メ|1井 吉村 イヽ日 12名

行 程 9:37発バスー「傍示J下車―交野カントリーー交野山山頂―ふれあいセ ター自幡池

一源氏の滝一機綾神社―Jr津田駅 14:30解散

認aわた1鳥 カイングリ アオサキ
゛
 オシドリ マカ

゛
モ カルカ・モ コカ・モ ヨシカ

゛
モ キシリヾト ロケ・ラ キセキレイ

ヒ
゛
ンス

゛
イ ヒヨドリ モス・ シЪウヒ

゛
タキ ツク・ミ ツク・イス エナカ

゛
 ヤマカ・ラ シシ

゛
ュウカラ メシ'ロ

ぼ ロ アオシ・ カフラヒワ ウソ スズメ ムクトリ ハシホ・ソカ'ラス ハンプトガラス  28種

最悪の天気予報が出ている中、往路を事:き返すバスの時間を調べたり、予定より早く下山になるか

とネガティブな面持ちで出かけたましれ『ウソ」のようにお天気が回復し、「クソJもしつかり見られま

したので上機嫌、ポジティプになつた案内人でした。今年は実成りが少ないので小鳥の餌が無くて

赤い実はほとんど食べつくされていまいし 今回、奈良女子大のヤングレディー2名の参加もあり、

梅の為 満開、ウダイスは一人前に美声を開かせてくれて春を感眺 楽りい観察会になりまりに

3月 例会 賀名生梅林観察会報告 甲斐野 幸一

実施 日 : 3月 8日   参加者 : 14名 (別 記 )

行 程 :JR五 条駅前 10:25集 合。す ぐに奈 良交通バ スにて賀名 生和 田北 ロヘ 25で 到

着、 ここでの見方 を伝授 され、い きな り登 り道 にて一 日 2万本 の梅林へ 出発 しま し

た。今年は温暖で開花状況が気 になつていま したが、なん と満開 !! 自梅、紅梅

の トンネル を散策開始です。 日の千本～見返 り千本～東雲千本～奥の千本～西の千

本～振 り返 り千本 とこれ は 2万本以上あ りそ うな里 山.ウ グイス、メジロの声に耳

を傾けながら、梅 コケ、ネコヤナギ、 トサ ミズキ、マンサク、ヤマザクラ、サンシ

ョウ、ミツマタなどの可憐な花を見ながら散策。途中、一汗かいたところで梅の天

日干 しをされていた久保農園さんの梅林にて昼食.梅千用 と梅酒用 とでは梅め種類

が違 うと開き皆さん成るほどと納得 じ試食。ついでに特製の梅千 も購入。 ここから

一同観察会か ら買い物ツアー,変 身です。(草 もち、ふきの とう、千 じ柿、ネ コヤナ

ギ、柿酢・・・ )急 な登 り下 りのコースで したが全員花 と香 りと味を楽 しみ、14:
53発のバスにて JR五条駅へ戻 りました。

*参加者名 :川 井、弓場 (厚・京 )、 高橋、甲斐野、野田、豊日、川岸、守 日、颯江、門田、

林、尾上、福谷
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向盤鎌々欄

梅林の一歩一歩に香の動 く 川井 秀夫

3月 例会。賀名生梅林は満開となリジャストタイミング。

一山が梅花の衣に包まれ芳香を放つ。素晴らしい景観に酔う。

接骨本の差じらい咲きや 春を招ぶ

青垣の緑よそほい 山笑う

樋口 善雄

「当季雑詠」

小田 久美子

万葉集 4292 大伴家持天平勝宝 5年(7594月 に詠んだ春愁三首の中の一首

うらうらに 照れる春日に ひばり上がり      ‐

心悲しも ひとりし思へば

古代の名門豪族も家持の代には幾度かの政変に

巻き込まれ、死後は種継暗殺に加担したと官位

を剥奪。中央攻界の蚊帳の外に身を置きこの歌

を詠んだ家持はそのことを予感していたのでし

よう力、春の暖かい日差しと裏腹に心底の寂し

さがしみじみ伝わつて来ます。 春早くから
「日一分日一分、利取る利取る」と鳴きながら

舞い上がるヒバリを「揚げヒバリ』と呼びます。

お金を貸したお日さまはいつも雲に隠れて返し

てくれないので、日に一分の利息で取り立てに空

に上がって行くのだそうです。年 3衡%の高利貸し、

現代ではとても許されるものではありません。

★3/《日)法 隆寺(探鳥会) マヒワ(30の群れ (小日 )

★3/1∝日)奈良公園(探鳥会)緋 (貴 1)レンジヤリC401の群れ (1ヽ日)

★ (斑鳩だより)3/1大和川罐 日川の合流点でナヨクサフジの花が咲tttいた

(ヨーロッパ原産・例年 5・6月 開花)

3/17竜田川堤防でアケビの花が咲もヽていた。

3/9イソヒヨドリを久し振りに見る。'シメ1羽竜田公園に毎日もヽる。 (勝田)
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